
早期特例登録制度の概要（中央競馬の例）

制度概要（従来の競走馬登録制度に加え）

①適用期間
１歳９月～２歳２月までの間

②従来の制度との違い
入厩及び馬体検査を要件としない。
⇒育成牧場に在厩のまま競走馬登録が可能。



早期特例登録制度の運用イメージ（中央競馬の例）

申請要件 ２歳２月 ２歳３月

従来の制度 血統登録の完了

馬名登録の完了

調教師との預託契約の締結

申請書類

早期特例登録 血統登録の完了

馬名登録の完了

調教師との預託契約の締結

申請書類

１歳９月 １歳１１月

※従来の制度と
　 併せて実施

※申請書類に、調教師が馬主に報告
する育成調教（装鞍）開始の報告書
（写）を添付。

馬体検査の受検
（トレセン等への入厩）

 ◎初入厩時に馬体検査を実施

１歳１１月～

競走馬登録開始

（入厩が必要）

１歳９月～

早期特例登録開始

１歳１１月～

入厩開始

２歳２月

早期特例登録終了

入厩を必要としない競走馬登録が可能


